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昨
年
は
５
万
人
以
上
の
方

が
熱
中
症
で
搬
送
さ
れ
た

近
年
、
年
齢
に
関
係
な
く
、

様
々
な
状
況
で
発
生
す
る
熱
中

症
。
そ
の
恐
ろ
し
さ
は
、
死
亡
す

る
危
険
性
も
あ
り
、
猛
暑
日
が
続

く
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
は
、
最
も

注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
６
月
か
ら
８
月
の
全
国

平
均
気
温
は
、
気
象
庁
の
発
表
に

よ
る
と
「
統
計
を
開
始
し
た
１
８

９
８
年
（
明
治
31
年
）
の
１
１
３

年
間
で
最
も
高
い
平
均
気
温
で
あ

っ
た
」
と
の
こ
と
で
、
真
夏
日
や

猛
暑
日
（
１
日
の
最
高
気
温
が
35

度
以
上
）
も
過
去
最
高
の
日
数
を

記
録
し
ま
し
た
。

消
防
庁
に
よ
る
と
、
昨
年
７
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
、
全
国
で
は

５
万
人
以
上
の
方
が
熱
中
症
に
よ

り
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
状

況
に
よ
る
と
、
軽
症
が
半
数
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
重
症
や
死

亡
件
数
が
例
年
以
上
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
熱
中
症
の
恐
ろ
し
さ
が

わ
か
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
と
労
働
の
時
は

熱
中
症
が
発
生
し
や
す
い

環
境
省
に
よ
る
と
、
熱
中
症
に

よ
る
死
亡
数
は
、
昭
和
43
年
か
ら

平
成
21
年
ま
で
の
42
年
間
で
、
７，

６
２
５
件
（
男
性
４，

５
６
７

件
・
女
性
３，

０
５
８
件
）
と
、

全
体
的
に
は
男
性
が
女
性
よ
り
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
別
で
示
す
と
、
男
性
が
０

歳
か
ら
４
歳
、
15
歳
か
ら
19
歳
、

55
歳
か
ら
59
歳
お
よ
び
80
歳
以

上
、
一
方
、
女
性
は
０
歳
か
ら
４

歳
、
80
歳
以
上
の
方
に
熱
中
症
の

発
生
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

男
性
の
15
歳
か
ら
59
歳
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
に
発
生
す
る
場

合
が
多
い
と
さ
れ
、
近
年
で
は
、

低
年
齢
層
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

中
の
熱
中
症
が
増
え
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
働
し
て
い
る
中
で
熱

中
症
を
発
生
す
る
の
が
30
歳
か
ら

59
歳
と
言
わ
れ
、
65
歳
以
上
は
ス

ポ
ー
ツ
や
労
働
の
場
面
よ
り
も
、

日
常
生
活
の
中
で
の
発
生
が
多
い

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
と
は
、
高
温
や
発
汗
な
ど
に
よ
り
体
内
の
水
分

や
塩
分

（
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
の
調
整
を
十
分
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
状

態
の
こ
と
で
す
。
特
に
、
重
症
化
す
る
と
死
亡
す
る
こ
と

も
あ
り
軽
視
で
き
な
い
病
気
で
す
。
適
切
な
予
防
法
を
知

る
こ
と
に
よ
り
、
熱
中
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。



３ 広報こうしゅう

め
ま
い
・
失
神
・
吐
き
気

そ
れ
は
熱
中
症
の
サ
イ
ン

熱
中
症
は
、
気
温
が
高
く
な
り

始
め
や
急
激
に
上
昇
し
た
時
に
、

体
が
暑
さ
に
対
応
で
き
な
く
な
り

発
生
し
ま
す
。

症
状
は
「
軽
症
」
「
中
等
症
」

「
重
症
」
の
３
つ
に
分
か
れ
て
い

ま
す
が
、
熱
中
症
が
発
生
し
た
と

き
に
は
、
重
症
に
移
行
す
る
前
に

適
切
な
処
置
を
と
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

■
熱
中
症
の
サ
イ
ン
■

①
め
ま
い
、
失
神
、
吐
き
気

②
顔
面
蒼
白
に
な
っ
て
い
る

③
手
足
や
腹
部
に
痛
み
を
伴
う
け

い
れ
ん
が
あ
る

④
大
量
の
発
汗
が
あ
る

⑤
呼
吸
回
数
が
多
く
な
っ
て
い
る

⑥
体
温
が
上
が
っ
て
い
る

⑦
体
が
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る

⑧
意
識
が
な
く
は
っ
き
り
し
な
い

⑨
意
味
不
明
な
言
動
を
す
る
。

⑩
呼
吸
困
難

■
応
急
処
置
方
法
■

【
軽
　
症
】

・
症
　
状

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
こ
む

ら
返
り
、
大
量
の
発
汗

・
対
　
応

涼
し
い
場
所
で
衣
服
を
ゆ
る
め

う
ち
わ
や
扇
風
機
等
で
体
を
冷
や

し
た
り
、
氷
嚢
を
脇
の
下
や
大
腿

の
付
け
根
、
股
関
節
部
に
当
て
て

冷
や
し
水
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
中
等
症
】

・
症
　
状

頭
痛
、
吐
き
気
、
ぐ
っ
た
り
す

る
、
力
が
入
ら
な
い

・
対
　
応

軽
症
と
同
じ
対
応
を
し
た
う
え

で
、
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ

ば
、
冷
た
い
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

等
で
水
分
の
補
給
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
症
状
の
改
善
が
無
い
時
は
病

院
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

【
重
　
症
】

・
症
　
状

意
識
が
な
く
呼
び
か
け
等
へ
の

反
応
が
お
か
し
い
、
痙
攣
、
ま
っ

す
ぐ
歩
け
な
い
、
高
体
温

・
対
　
応

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。
救

急
車
が
来
る
ま
で
の
間
も
体
を
冷

や
し
て
待
ち
ま
し
ょ
う
。

熱中症の予防法・・
水分補給と暑さを避ける
ことが大切です！ 

①暑さを避けよう！ 

外出時は、日差しの強い時間をさけ、帽子
をかぶり日陰を歩きましょう。自宅では緑の
カーテンやすだれを利用しましょう。 

②服装を工夫しよう！ 

通気性の良い、吸湿・速乾の衣類を選びま
しょう。クールビズも実行してみましょう。

③水分を補給しましょう！

のどの渇きを感じなくても、こまめに水分
の補給をしましょう。気分が悪いときには水
よりもスポーツドリンクを飲みましょう。 

④急に暑くなった日は注意しよう！ 

スムーズに発汗できるようになるには暑さ
への慣れが必要です。急に暑くなった日や暑
い環境での初日の活動には体が暑さに慣れて
いないため、注意しましょう。

⑤体調が悪い日は無理しない！

気温・湿度が高いなどの環境条件と体調が
良くない等の個人の体調による影響とが重な
ることで熱中症にかかりやすくなります。

節電も大切ですが
熱中症予防も忘れずに！ 

今年は、節電を意識するあ
まり健康を害することのない
ように注意が必要です。気温
が高い日や湿度の高い日には、
適度に扇風機やエアコンを使
用するようにしましょう。 

夏休みは

元気いっぱいに遊ぶぞ

今
年
も
暑
い
夏
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
気
温
の
高
く
な
る
時
期

に
備
え
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
、

エ
ア
コ
ン
等
の
使
用
な
ど
の
予

防
法
を
家
族
や
み
ん
な
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

「
あ
つ
～
い
夏
を
み
ん
な
で
乗
り

切
り
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。」

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課

健
康
づ
く
り
担
当

☎
33
‐
７
８
１
３
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●地区割を設定しております。対象地区での受診にご協力ください。指定地区以外で受診する場合は、健診

機関が違うため（神金・玉宮・大藤地区はＪＡ厚生連、それ以外は山梨厚生病院）、問診票の書き直しや

今までの健診結果が打ち出されない場合がありますのでご了承ください。

・後半の日程は、例年大変混雑しますので、早めの受診をおすすめします。

・結果説明会を開催します。健診は受けて終わりではなく、結果をもとに生活の見直しや医療機関を受診し

ていただくことが重要です。健診を受診した方へ、ご案内のはがきを郵送しますので、都合をつけてご参　

加ください。

総合健診のお知らせ
年に１度、健診を受けて体の総点検！

昨年度健診を受けた方、甲州市国民健康保険加入の40歳から74歳の方には
８月中に受診票が自宅へ送られます。

それ以外の方で、受診希望の方は健康増進課、勝沼・大和地域総合局市民
福祉課にお申し込みください。受診票をお渡しいたします。
※健診日当日の受診も可能ですが、受診票記入のための時間がかかります。

■持ち物
・医療保険証（健康保険証）・総合健診受診票
・特定健診受診券（４０歳から７４歳の方で特定健診を受診される方)
・自己負担金
※各種受診票等記入してお持ちください。
■総合健診受診時の注意事項
・前日の夕食は午後９時までにすませ、当日は飲食をしないでください。

(特に胃がん、腹部超音波検診は飲食していると検査できません。）
・ 高血圧や心臓病の薬を継続して服用している方は、少なめの水（コップ1杯以下）で服用して

きてください。
・糖尿病の薬を服用している方は検査当日の服用について、必ず主治医にご相談ください。
・基本健診（特定健診）に尿検査がありますので、出かける前に排尿しないでください。



５ 広報こうしゅう

◆お問合せ先　健康増進課　　　健康企画・医療担当　☎３２‐５０１４
勝沼地域総合局　市民福祉課　☎４４‐１１１１
大和地域総合局　市民福祉課　☎４８‐２１１１

託児コーナーがあります
■健診日　　９月６日（火）、９月２７日（火）
■託児時間　午前９時～
■定　　員　各１０名（定員になり次第締め切り）

■申込締切　希望健診日の１週間前まで 
■お申し込み先

健康増進課　健康企画・医療担当
☎３２‐５０１４
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平成23年度甲州市総合防災訓練
平成23年９月４日（日）

今年の防災訓練は、原則として、各自
主防災会（区）が、同じ日（９月４日）
に訓練を行い、避難状況、被害状況等の
情報伝達訓練を行います。
※同日に実施できない地域もあります。

「ご協力お願いします」と委員会の皆さん

塩山建設組合（小岩登組合長）は、６月２５
日に一人暮らしのお年寄り宅を訪問し、玄関や
手すりの修理等の支援を目的とした、第３４回
住宅デー奉仕活動を行いました。
「本当にありがとうございます」と訪問先の

皆さんが感謝するように、組合員の手際の良い
作業で、使いやすく、心地よい住宅になりまし
た。また、作業が終わると組合員は「お互い元
気で頑張っていこうね」と声をかけ、親睦を深
めました。

訪問先で手すりを取り付ける組合員の皆さん

お年寄り宅を支援

社会を明るくする運動推進委員会は、７月１
日に法務省主唱の同運動強化月間の一環とし
て、市内の小中学校や農協など４５箇所を訪問
し広報活動を行いました。

この運動は、犯罪や非行防止、罪を犯した
方々の更生について理解を深め、それぞれの立
場で協力し合い、犯罪や非行のない明るい社会
を築くことを目的としています。市保護区保護
司会長の熊本貞六さんは「地域全体で取り組む
ことが大切です」と訪問先で呼びかけました。

明るい地域社会へ

自主防災会（区）や職場な
どが実施する防災訓練に積
極的に参加しましょう。
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現在、勝沼町小佐手交差点で満開に咲いてい

る「お花畑」。小佐手地域の子供たちが「小学

校に通う交差点を花いっぱいにしたい」と、７

月１０日の早朝からジニアの花植え作業を行い

ました。

小佐手の交差点は、勝沼ぶどうの丘や市内の

観光名所などにつながる幹線道路として、多く

の観光客が通ることから、「多くの皆さんに見

てもらい、勝沼を楽しんでもらいたい」と子供

たちは笑顔で話しました。

きれいに咲いてねと願いを込めていました。「頑張ります」と保坂教育長と握手する大山さん

塩山柔道スポーツ少年団の大山拓実さんは６
月１５日、大阪府で８月２８日から開催される
第８回全国小学生学年別柔道大会（小学６年生
男子５０ｋｇ超級）へ出場することを保坂教育
長に報告しました。

大山さんは「今まで支えてくれた皆さんに感
謝をして、勝利を目指します」と、全国大会へ
の力強い意気込みを語ると、保坂教育長は「山
梨県代表として、全力で頑張ってほしい」と激
励のエールを送りました。

大山拓実さん全国へ 子供たちが花に願う

甲州市塩山料理飲食業組合（広瀬正宏組合長）
は、７月２０日に日下部警察署と連携して塩山
地区の飲食店に防犯を呼びかける広報活動を行
いました。
「地域の安全と安心は、市民一人ひとりが協力

して環境をつくること」と話すのは広瀬組合長。
この活動は、昭和４０年代から組合員と署員

が連携して毎年行っています。
今回は、組合員と署員約１５名が５班に分か

れて約８０店舗を訪問して、飲酒運転の防止や
暴力団との関係排除などを呼びかける周知チラ
シを配布しました。

また、日下部警察署管内で相談件数が多い、
振り込め詐欺に注意を呼びかける協力も訪問先
でお願いをしました。

日下部警察署生活安全課の海野課長は、組合
員の協力に「地域の防犯対策を共に取り組んで

いただき感謝をしています」と深く敬意を表し
ています。また、長年にわたる飲食業組合の活
動は、山梨県や関東防犯協会など、全国でも高
く評価をされています。

広瀬組合長は「先輩たちが築いてきた組合を
大切に、今後も活動し続けていきます」と話す
ように、甲州市塩山料理飲食業組合は、市主催
のイベントに協力するなど、活気に満ち溢れる
地域づくりに取り組んでいます。

「防犯対策にご協力お願いします」と周
知チラシを手渡す広瀬組合長（写真左）

活気に満ち溢れる
地域づくりへ

甲州市塩山料理飲食業組合

シリーズ協働を担う ④
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ズームアップ

「
こ
の
夏
、
旬
の
桃
を

全
国
の
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
」
と
、
甲
州
市
は
積

極
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。

７
月
４
日
に
は
、
Ｊ
Ａ

フ
ル
ー
ツ
山
梨
と
連
携
し

て
、
東
京
中
央
卸
売
市
場

大
田
市
場
で
訪
れ
た
皆
さ

ん
に
消
費
拡
大
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
７
日
に
は
、

市
観
光
協
会
が
東
京
都
中

野
区
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
、
「
と
り
た
て
の
桃
」

と
、
田
辺
市
長
が
約
３
０

０
名
に
手
渡
す
な
ど
、
高

品
質
の
甲
州
市
の
桃
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

市は７月１日、市役所本庁舎で新規就農者を支援す
る「アグリマスター」と、地域の活性化を目的に市内
で活躍するＮＰＯ（特定非営利活動法人）を支援する

「甲州市地域おこし協力隊推進事業」の委嘱式が行わ
れました。今回、アグリマスターとして７名と新規就
農者３名、そして協力隊員として２名に委嘱をした田
辺市長は「魅力ある甲州市を共に築いていきましょう」
と大きな期待を込めて話しました。

【アグリマスター】
就農を希望する方に農業技術の習得等を支援するた

め、優れた技術を持つ農業者（アグリマスター）の指
導の下で、就農に必要な実践的な技術を習得する１年
間の研修（最長３年間）を行います。

【甲州市地域おこし協力隊】
甲州地域協働協議会（ＮＰＯ法人コロボックル、Ｎ

ＰＯ法人甲州元気村）が持つ特性を相互に活かし合う
ため、協力隊員を加入させることにより、地域への貢
献を高めることを目的としています。

アグリマスター・地域おこし協力隊

魅力ある甲州市を
築いていく若者を委嘱

田
辺
市
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
る

ア
グ
リ
マ
ス
タ
ー
の
皆
さ
ん

委
嘱
式
に
出
席
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

代
表
と
協
力
隊
の
皆
さ
ん

甲州市の桃
積極的にPR

甲州市の桃を積極的にＰＲする田辺市長

約３００名に旬の桃を無料配布しました。



９ 広報こうしゅう

花のまちづくり推進協議会（甘利忠義会長）

は、毎年７月と１０月に勝沼町全域に花を植え

て、潤いのある美しい地域を目指し、花のまち

づくり推進事業を行っています。

●始まりは「かいじ国体」●

「ようこそ勝沼町へ」と、昭和６２年に開催し

た「かいじ国体」がきっかけで花のまちづくり

推進協議会の活動が始まりました。

協議会の皆さんは、花のまちづくりについて

「観光の町を提唱しているからこそ、地域の景観

を美しくすることは観光客の誘客にもなる」と、

地域ブランドのぶどうやワインと同様に花から

発信する魅力を話しました。

●花づくりを通じて人々との交流が深まった●

活動開始から２４年目を迎えた現在でも、自

治公民館の皆さんの協力により、勝沼町全域が

満開の花に包まれています。

今年は７月１０日に花のまちづくりボランテ

ィアの皆さんが中心となり、マリーゴールド、

ジニアなど約９千本の花を地域に植え、多くの

方々から「きれいだね」と喜ばれています。

「花づくりを通じて、人と人との交流が深まり、

より地域に愛着を感じました」と話す花のまち

づくりボランティア会長の小沢さん。

現在、推進協議会では、花のまちづくりを一

緒に取り組んでくれる仲間を募集しています。

お気軽に、勝沼中央公民館へお問い合わせくだ

さい。「花のまち」を皆さんで紹介しましょう。

１株づつ心を込めて花植えする花のボラ
ンティアグループの皆さん（７月10日）

潤いある美しい
花のまちづくり

花のまちづくり推進協議会

シリーズ協働を担う ⑤

ズームアップ

７
月
16
日
か
ら
３
日

間
、
大
滝
山
キ
ャ
ン
プ
場

で
勝
沼
町
内
の
小
学
校
６

年
生
、
93
名
が
参
加
し
て

勝
沼
少
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
自
然
に
囲
ま
れ
て
、

テ
ン
ト
の
設
営
や
食
事
づ

く
り
な
ど
に
挑
戦
し
た
児

童
は
「
た
の
し
～
い
」
と

元
気
い
っ
ぱ
い
。

９
班
に
分
か
れ
て
の
生

活
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
自
然
を
利
用
し

た
遊
び
に
、
す
ぐ
に
友
達

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

「
自
然
の
中
で
仲
間
と
心

で
向
き
合
い
、
子
供
達
ら

し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
芽
生

え
る
と
い
い
で
す
ね
」
と

話
す
の
は
、
指
導
員
と
し

て
協
力
し
て
く
れ
た
山
梨

大
学
の
学
生
（
ヘ
ッ
ト
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）
の
市
川
雄

一
さ
ん
。

友
情
が
芽
生
え
た
皆
さ

ん
は
、
歌
を
唄
い
、
自
然

を
探
検
し
て
、
最
高
の
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

東
雲
小
学
校
の
塩
﨑
優

馬
さ
ん
が
「
み
ん
な
で
楽

し
い
思
い
出
が
作
れ
ま
し

た
」
と
話
す
よ
う
に
、
参

加
し
た
93
名
の
児
童
は
、

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
で
貴
重
な

体
験
を
し
ま
し
た
。

自然の中で笑顔で楽しむ皆さん

勝沼少年
ジャンボリー



国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
入
院
の
際
、

窓
口
負
担
額
が
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
る
限
度
額
適
用
認
定
証

を
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

70
歳
以
上
の
方
は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
み
、
70
歳
未
満
の
方
は
住
民
税
課
税

世
帯
の
方
に
つ
い
て
も
交
付
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
　

申
請
を
し
た
月
の
初
日
か
ら
有
効
と
な

り
ま
す
。
認
定
を
受
け
る
方
は
、
入
院
さ

れ
る
方
の
国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
市
役
所
窓
口
に
て
認
定
証
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
開
始
日

平
成
23
年
８
月
１
日
（
月
）
～

■
申
請
先

健
康
増
進
課
　
国
保
・
年
金
担
当

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
国
保
・
年
金
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
１
３
～
１
１
５
）

最
近
、
飼
い
犬
の
首
輪
が
外
れ
た
り
鎖

等
の
劣
化
に
よ
り
切
れ
て
逸
走
す
る
事
例

が
増
え
て
い
ま
す
。
今
一
度
、
首
輪
、
鎖

等
の
調
整
を
お
願
い
し
ま
す
。
首
輪
に
は

鑑
札
、
注
射
済
票
、
名
札
等
を
付
け
る
と

保
護
し
た
時
に
飼
い
主
が
わ
か
り
ま
す
。

万
が
一
飼
い
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
市
役
所
環
境
政
策
課
及
び
各
地

域
総
合
局
、
峡
東
保
健
所
に
問
い
合
わ
せ

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て

・
放
し
飼
い
は
、
他
人
に
恐
怖
や
危
害
を

与
え
た
り
、
農
作
物
を
荒
ら
す
な
ど
の
被

害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
絶
対

に
し
な
い
で
下
さ
い
。
ま
た
公
園
や
河
川

敷
な
ど
で
は
、「
犬
が
苦
手
」「
犬
が
怖
い
」

と
い
う
方
に
配
慮
し
て
犬
を
放
さ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
散
歩
の
時
は
、
犬
の
と
っ
さ
の
行
動
に

対
応
で
き
る
よ
う
必
ず
引
き
綱
な
ど
に
つ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
散
歩
中
に
フ
ン

を
し
た
場
合
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
参
し
、

飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
持
ち
帰
り
始
末

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

・
野
良
猫
と
の
区
別
を
す
る
た
め
に
首
輪
、

名
札
等
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
事
故
防
止
、
寄
生
虫
・
感
染
症
予
防
の

た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。

・
野
良
猫
に
は
エ
サ
を
与
え
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。
エ
サ
を
目
当
て
に
集
ま
る

よ
う
に
な
る
と
、
糞
尿
の
臭
い
、
発
情
期

の
鳴
き
声
、
子
猫
が
生
ま
れ
る
な
ど
の
近

所
迷
惑
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

・
な
る
べ
く
不
妊
去
勢
手
術
を
し
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
　
☎
32
‐
２
１
１
１

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

峡
東
保
健
所

衛
生
課

☎
20
‐
２
７
５
１

■
日
　
時

８
月
５
日
（
金
）
午
後
２
時
～
午
後
４
時

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。

■
場
　
所

笛
吹
市
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

■
そ
の
他
（
注
意
事
項
）

犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
動
物
愛
護
及
び
管
理
連
絡
協
議
会

峡
東
支
部
事
務
局

（
山
梨
市
役
所
環
境
課
内
）
担
当

神
津

☎
22
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
５
）

空
き
地
の
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

の
土
地
の
所
有
者
及
び
管
理
者
に
よ
り
、

良
好
な
状
態
に
維
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
雑
草
の
除
草
や
、
立
ち
木
等
の

管
理
を
怠
り
ま
す
と
、
害
虫
の
発
生
や
、

不
法
投
棄
の
温
床
な
ど
に
な
り
や
す
く
、

ま
た
立
ち
木
や
枝
な
ど
に
よ
る
通
行
の
妨

げ
や
倒
木
の
恐
れ
な
ど
、
近
隣
の
生
活
環

境
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
に
、
空
き
地

の
適
正
管
理
に
心
が
け
る
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
　
☎
32
‐
２
１
１
１

■
委
嘱
者

芦
澤
　
俊
夫
（
学
識
経
験
者
）

清
水
ま
ゆ
み
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
）

内
田
美
砂
記
（
市
学
校
保
健
研
究
会
）

井
上
　
文
弘
（
公
民
館
）

丸
山
　
久
美
（
小
中
学
校
食
育
研
究
部
会)

柏
木
　
清
次
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
甲
州
元
気
村
）

古
屋
　
　
聡
（
農
業
）

金
井
　
孝
子
（
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
）

■
任
命
者

村
田
　
恵
子
（
保
育
所
連
合
会
）

吉
田
　
千
鶴
（
保
育
士
部
会
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
健
康
づ
く
り
担
当

☎
33
‐
７
８
１
３

国
民
健
康
保
険
担
当
か
ら
お
知
ら
せ

犬
や
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

10平成23年８月

平
成
23
年
度
犬
の
し
つ
け
方
教
室

空
き
地
の
管
理
に
つ
い
て

甲
州
市
食
育
推
進
会
議

新
ら
た
に
10
名
の
皆
さ
ん
が
加
わ

り
ま
し
た
。
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■
勤
務
内
容

高
齢
者
の
相
談
及
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業

務
等

■
勤
務
時
間
　
要
相
談

■
採
用
人
員

保
健
師
・
介
護
支
援
専
門
員
　
若
干
名

■
応
募
期
間

８
月
１
日
（
月
）
～
８
月
26
日
（
金
）

■
応
募
方
法

履
歴
書
１
通
（
写
真
添
付
）
・
介
護
支

援
専
門
員
証
、
ま
た
は
保
健
師
免
許
証
の

写
し
を
持
参
、
も
し
く
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
後
日
面
接
日
を
連
絡
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
５
６
０
０

■試験職種・採用予定人数

行政職（大学卒）　若干名
昭和５５年４月２日以降に生まれた方で、学校

教育法による４年制大学卒業（平成２４年３月卒
業見込みを含む）以上、またはこれと同等以上の
資格を有する方。

行政職（短大卒）　若干名
昭和５５年４月２日以降に生まれた方で、学校

教育法による短期大学卒業（平成２４年３月卒業
見込みを含む）以上、またはこれと同等以上の資
格を有する方。

土木職（大学卒）　若干名
昭和５５年４月２日以降に生まれた方で、学校

教育法による４年制大学卒業（平成２４年３月卒
業見込みを含む）以上、かつ土木の専門課程を専
攻していること、またはこれと同等以上の資格を
有する方。

建築職　　　　　　　１名
昭和５０年４月２日以降に生まれた方で、建築

士免許２級以上取得の方。または平成２４年３月
３１日までに免許取得見込みの方。

社会福祉士　　　　　　１名
昭和５０年４月２日以降に生まれた方で、社会

福祉士免許取得の方。または平成２４年３月３１
日までに免許取得見込みの方。

看護師　　　　　　　　２名
昭和５０年４月２日以降に生まれた方で、看護

師免許取得の方。または平成２４年３月３１日ま
でに免許取得見込みの方。

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

■申込受付期間　　８月１日（月）～８月２６日（金）（午前８時３０分～午後５時１５分）
※土曜日・日曜日は除く

■試験日・会場　・第一次試験　　９月１８日（日） 午前８時３０分～
・第二次試験（第一次試験合格者のみ）

１０月２２日（土） 午前８時３０分～
※会場は、いずれも甲州市役所 第一会議室（２階）

■申込用紙の請求　総務課 人事担当にて、「職員採用試験案内（受験申込書等）」をお受け取りく
ださい。なお、郵送でも対応しますが、その場合は封筒の表に「職員採用試
験申込用紙請求」と朱書きし、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒

（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封してください。
◆申し込み・お問い合わせ先

総務課　人事担当（２階）
〒４０４‐８５０１　甲州市塩山上於曽１０８５－１
☎０５５３‐３２‐２１１１（内線２２５・２２６）

入場無料！
子ども観劇会・劇団芸優座
「秘密のロビンの大冒険」

■日時　８月１９日（金）午後１時30分～
※開場　午後１時～

■場所　甲州市民文化会館　大ホール

■内容　劇団芸優座 秘密のロビンの大冒険

■対象　小学生とその保護者

◆お問い合わせ先

子育て対策課 児童福祉担当

☎３２‐５０８１

平成23年度

甲州市職員
採用試験案内
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受け付けます！
農振農用地除外申出
農振農用地を宅地等に転用したいとい

う計画のある方は、農振農用地からの除
外認可を受ける必要があります。

受付期間

8月15日(月)～8月31日(水)

■提出先　産業振興課農地担当（市役所本庁舎２階）
※午前９時～午後５時（土日・祝祭日を除く)
※受付期間を厳守してください。
※期間終了後の受付はいたしません。

■対象農地
他に代替する土地が無く、かつ具体的な計画

（住宅建築等）があるものについて、集団的農用地
や農業振興計画等への支障が無い必要最小限の農
地で概ね１０,０００㎡未満の申出を対象とします。
①農家用住宅は概ね１,０００㎡以内
②農家用以外の個人住宅は概ね５００㎡以内
※事前に転用計画に必要な土地の面積を確定して
ください。
■.申出書類等
・農用地区域除外申出書

次の場所に用意してあります。また、市ホーム
ページからもダウンロードができます。
◎産業振興課（市役所本庁舎２階１５番窓口)
◎勝沼地域総合局　地域振興課（勝沼庁舎）　
◎大和地域総合局　地域振興課（大和庁舎）

・申出地の土地登記簿謄本　　　　１通（法務局)
・申出地の公図　　　　　　　　　１通（法務局)
・申出地の位置図　(住宅地図等のコピー可）

１通
・転用事業の計画図面、事業計画書等　一式
■注意事項
・すでに除外されている農地がある場合はそち

らの農地転用が優先となります。
・土地基盤整備・土地改良事業等に係る地区内

の農地については、事業が完了した翌年度から
起算して８年間は除外できません。

・その他詳細については申出書と一緒にお渡し
する注意事項をご覧ください。

・申出されたすべての農地が除外できるとは限り
ませんのでご承知おきください。

・すでに除外されている農地の農振農用地への
編入も受付します。

・その他、申請地の状況により必要があると認め
られる場合、追加での書類提出を求める場
合があります。

◆お問い合わせ先　産業振興課　農地担当
☎３２‐２１１１（内線286）

市
で
は
、
甲
州
市
商
業
振
興
計
画
の
策

定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
市
の
商
業
振
興

政
策
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

果
樹
農
業
地
帯
で
あ
る
甲
州
市
産
業
が
抱

え
る
社
会
的
課
題
を
、
１
次
、
２
次
、
３
次

産
業
を
効
果
的
に
結
合
融
合
し
た
六
次
産
業

に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
く
た
め
の
講
演
会
で

す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
山
梨
県
峡
東
農
務
事

務
所
連
携
の
も
と
、
受
診
者
へ
の
今
後
の
個

別
企
業
支
援
も
視
野
に
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

８
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時
～
２
時
15
分

■
場
　
所

夢
わ
ー
く
山
梨
　
Ｄ
会
議
室

■
講
　
演

「
食
と
農
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

～
売
れ
る
商
品
の
条
件
と
は
～

■
講
　
師

鳥
巣
研
二
さ
ん
　
※
中
小
企
業
診
断
士

（
株
式
会
社
キ
ー
ス
タ
ッ
フ
代
表
取
締
役
）

■
定
　
員
　
20
名

■
受
講
料
　
無
料

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
商
工
会
　
☎
33
‐
２
２
３
６

甲
州
市
商
業
振
興
計
画

策
定
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

甲
州
市
商
工
会
主
催
の
講
演
会

「
食
と
農
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

適
正
な
農
地
の
管
理
に
心
が

け
ま
し
ょ
う

耕
作
放
棄
さ
れ
た
農
地
は
、
雑
草
等
が

繁
茂
し
、
火
災
や
獣
被
害
の
温
床
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
農
地
等
へ
の
病
虫

害
の
原
因
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

周
囲
の
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
農
地
の
適
正
な
管
理
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
果
樹
枝
な
ど
が
道
路
や
隣
地

に
は
み
出
し
て
、
通
行
な
ど
の
迷
惑
に
な

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
隣
近
所
で
話
し

合
い
、
こ
さ
切
り
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

農
地
担
当

（
農
業
委
員
会
）

☎
32
‐
２
１
１
１

爆音機の使用にはご配慮を
『爆音機』等を使用している農家へお願いです。爆
音による近隣住民への影響を十分に考え、使用し
て下さい。

消毒散布時の飛散に注意を
農薬を散布するときは、周辺の栽培者、また近隣
住民、通行人等へ配慮を行い、地域の環境づくり
に心がけましょう。

◆産業振興課◆



13 広報こうしゅう

甲州市原産地呼称ワイン認証制度

第１回認証書交付式
公開テイスティング会
そのワインの出自。つまり原料となるぶどうの

収穫地が明確であること。このことを基本に置き
創設した「甲州市原産地呼称ワイン認証制度」。今
回、一連の審査（圃場現地確認、書類、官能）を
経て「甲州市認証」の称号を付与されたワインの
記念すべき第１回目のお披露目会を下記により開
催いたしますので、市民の皆様のご参加をお待ち
しております。

■日　時　９月３日（土）
午後１時３０分から４時

■場　所　勝沼ぶどうの丘イベントホール
■定　員　３０名（定員になり次第締め切ります）
※電話での事前申込みを下記までお願いします。
■参加費　１人　２，０００円
■内　容

「認証書及び認証シール交付式」
（午後１時３０分～１時５０分）

「公開テイスティング会」
（午後２時～３時１５分）

・第一部　甲州市ＡＯＣの効用を探る

市原産地呼称ワイン認証審査会委員長、副委員
長によるトーク
・第二部　認証ワイン公開テイスティング会

（パン・チーズ付）
認証を受けたワインのスクール形式によるテイ

スティング。カテゴリー別に認証ワインの商品説
明を当該ワイナリーの担当者が行います。
■その他
・認証ワインの最終的なアイテム数は、８月９日
に開催する官能審査会後となります。概ね１０～
１５アイテムを予測しています。
・アイテム数は正式に確定次第、市ホームページ
にて掲載します。
・２０歳未満の方、当日車を運転する方はご参加
いただけません。
・ＡＯＣとは、産地の個性を守るための法的な規
制（アペラシオン・ドリジーヌ・コントロレ）の
略称で、原産地呼称法の意です。

◆申し込み・お問い合わせ先
産業振興課ワイン・商工担当 ☎３２‐５０９２

「
暑
い
夏
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
！
」
と
、

サ
ン
リ
バ
ー
塩
山
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

が
集
ま
り
、
大
き
な
笑
顔
と
歓
声
で
、
最

高
の
ひ
と
時
を
過
ご
せ
る
「
第
17
回
サ
ン

リ
バ
ー
塩
山
・
納
涼
祭
」
を
８
月
20
日
に

開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

８
月
20
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

■
場
　
所

サ
ン
リ
バ
ー
塩
山

（
甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
５
８
４
‐
８
）

■
内
容
（
出
演
者
）

・
高
校
生
漫
才
コ
ン
ビ
「
ラ
フ
デ
ン
テ
」

・
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

小
林
清
美
さ
ん

（
Ｋ
＆
Ｍ

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
）

・
塩
山
高
校
吹
奏
楽
部

・
甲
州
市
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

・
高
校
生
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

・
そ
の
他
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
子
供

温
泉
プ
ー
ル
（
水
着
持
参
）
、
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
、
盆
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
花
火
な
ど

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

サ
ン
リ
バ
ー
塩
山
　
☎
33
‐
７
７
３
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kcnet.ne.jp/~yuyu/

■
日
　
時

９
月
10
日
（
土
）
午
後
１
時
～
５
時

■
場
　
所

山
梨
県
立
文
学
館
　
講
堂

■
講
座
内
容

や
さ
し
い
原
子
力
・
放
射
能
の
は
な
し

講
師
　
小
澤
正
基
　
教
授

東
京
工
業
大
学

や
さ
し
い
刑
事
事
件
手
続
の
は
な
し

講
師
　
堀
内
寿
人

弁
護
士

山
梨
県
弁
護
士
会

■
定
　
員
　
５
０
０
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
そ
の
他

当
日
は
会
場
内
で
土
地
家
屋
調
査
士
に

よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
青
年
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
５
５
‐
２
２
４
‐
４
８
１
９

暑
い
夏
を
楽
し
も
う
！

サ
ン
リ
バ
ー
塩
山
「
納
涼
祭
」

※
現
在
、
サ
ン
リ
バ
ー
塩
山
で
は
、
い
っ

し
ょ
に
夏
の
思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
る

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
出
店
者
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

山
梨
県
青
年
土
地
家
屋
調
査
士
会

無
料
市
民
公
開
講
座



市
で
は
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ま

ち
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
民
は
も
ち
ろ
ん
県
内
外
よ
り
多
く
の

参
加
者
を
集
い
、
初
秋
の
甲
州
市
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
Ｉ
Ｎ
甲

州
を
次
の
内
容
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

友
人
や
家
族
と
一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

■
日
　
時
　
10
月
２
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

午
前
８
時
30
分
～

（
受
付
午
前
７
時
30
分)

■
場
　
所
　
甲
州
市
塩
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
種
　
目

①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
４
コ
ー
ス
　
午
前
９
時
ス
タ
ー
ト
）

・
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
眺
望
コ
ー
ス

（
10
㎞
　
健
脚
コ
ー
ス
）

・
歴
史
ロ
マ
ン
コ
ー
ス

（
７
㎞
　
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス
）

・
花
か
げ
の
道
コ
ー
ス

（
6.5
㎞
　
塩
山
温
泉
郷
コ
ー
ス
）

・
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス

（
3.6
㎞
　
和
気
あ
い
あ
い
コ
ー
ス
）

②
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
10
種
目(

午
前
10
時
～)

■
参
加
賞

地
元
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
Ｙ
Ｂ

Ｓ
オ
リ
ジ
ナ
ル
賞
品

※
無
料
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
と
ん
汁
・

甲
州
ぶ
ど
う
）
も
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
限
及
び
募
集
定
員

・
９
月
26
日
（
月
）

（
は
が
き
の
場
合
は
必
着
）

・
２，

０
０
０
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

生
涯
学
習
課
ま
た
は
甲
州
市
体
育
協
会

（
塩
山
体
育
館
内
）
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

は
が
き
、
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
の
際
は
、
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
参
加
人
数
、
希
望
コ
ー
ス
、
会

場
ま
で
の
交
通
手
段
を
必
ず
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

☎
32
‐
５
０
９
８
　F

A
X

32
‐
５
１
７
２

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

s-g
a
k
u
sh

u
@

c
ity

.k
o
sh

u
.lg

.jp

・
甲
州
市
体
育
協
会

☎
32
‐
１
１
１
６
　F

A
X

32
‐
２
８
３
７

〒
４
０
４
‐
０
０
５
３

甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
１
８
５
４

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sp
o
rts1

@
k
c
n
e
t.n

e
.jp

地
域
の
み
な
さ
ま
の
下
水
道
事
業
に
対

す
る
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
下

水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
一
層
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
９
月
の
「
下
水
道
の
日
」

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、
下
水
道

ま
つ
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
て
「
第
26
回
下
水
道
ま
つ
り
」
を
行

い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
楽
し
み
な
が
ら
下
水
道
の

こ
と
が
学
べ
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
催

し
物
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
ご
近
所
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■
日
　
時

９
月
11
日
（
日
）
※
雨
天
決
行

午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
　
所

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
北
畑
字
４
１
７

■
内
容
（
予
定
）

下
水
道
施
設
見
学
会
、
下
水
道
教
室
、

下
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
ミ
ニ
下
水
道
展

（
下
水
道
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
等
の
展
示
）
、

水
質
実
験
、
御
陣
屋
太
鼓
（
石
和
南
小
）

の
演
奏
、
フ
ア
フ
ア
、
子
供
向
け
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

※
来
場
記
念
特
製
パ
ン
、
か
き
氷
、
麦
茶

な
ど
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
お
た
の
し
み
抽
選
会
、
来
場
記

念
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

※
雨
天
時
に
は
、
一
部
の
催
し
物
が
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
主
　
催

山
梨
県
、
峡
東
流
域
下
水
道
推
進
協
議

会
（
甲
府
市
、
山
梨
市
、
笛
吹
市
、
甲
州

市
）、（
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
２
７
３
８

14平成23年８月

２
０
１
１
「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
Ｉ

Ｎ
甲
州
　
参
加
者
・
模
擬
店
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
！

模擬店出店者を募集！
健康ウオークＩＮ甲州の主会場で、

参加者との交流を目的に出店を募集し
ます。（テントは各自で準備となります）
■出店品目　物品販売、食品販売
■出店料金　無料
■申込方法

生涯学習課まで、電話にて直接申し
込んでください。
◆申し込み・お問い合わせ先

生涯学習課　3３２‐５０９８

下
水
道
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

歩るいて秋の甲州市を満喫してみまんせんか



○
８
月
の
日
曜
日
は
土
偶
つ
く
り
○

予
約
な
し
で
土
偶
作
り
が
楽
し
め
ま
す
。

作
品
は
当
日
持
ち
帰
れ
ま
す
。

■
日
　
時

８
月
の
毎
週
日
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
参
加
費
　
材
料
費
２
０
０
円
と
入
館
料

○
う
ち
わ
作
り
教
室
○

暑
い
夏
、
手
作
り
う
ち
わ
で
涼
し
く
！

■
日
　
時

８
月
４
日
（
木
）
５
日
（
金
）

午
前
10
時
～

■
材
料
費
　
２
０
０
円

■
定
　
員
　
各
回
20
名
（
要
申
込
み
）

○
黒
曜
石
で
矢
じ
り
作
り
○

キ
ラ
リ
と
輝
く
矢
じ
り
を
作
り
ま
す
。

■
日
　
時

８
月
10
日
（
水
）
21
日
（
日
）

各
日
　
午
前
10
時
～
・
午
後
２
時
～

■
定
　
員
　
各
回
10
名

※
小
学
４
年
生
以
上
対
象
（
要
申
込
み
）

■
材
料
費
　
４
０
０
円

■
そ
の
他

黒
曜
石
は
手
な
ど
を
切
り
や
す
い
の
で
、

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
靴
で
お
こ
し
く
だ
さ

い
。

○
ひ
ん
や
り
！
　
ト
ン
ネ
ル
探
検
○

ひ
ん
や
り
涼
し
い
ト
ン
ネ
ル
を
探
検
し

て
鉄
道
の
歴
史
に
ふ
れ
ま
せ
ん
か
。
勝
沼

町
　
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
と
周
辺
を
散
策
し

ま
す
。

■
日
　
時

８
月
20
日
（
土
）
午
前
９
時
集
合

■
持
ち
物

弁
当
・
飲
み
物
・
帽
子
・
歩
き
や
す
い

格
好
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

ト
ン
ネ
ル
へ
の
往
復
は
バ
ス
で
移
動
し

ま
す
。

○
じ
ょ
う
も
ん
編
み
で
カ
ゴ
作
り
○

ク
ラ
フ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
高
さ
約
10
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
か
ご
を
作
り
ま
す
。

■
日
　
時

８
月
18
日
（
木
）
午
前
10
時
～

■
定
　
員
　
15
名

※
小
学
３
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
（
要
申

込
み
）

■
材
料
費
　
２
０
０
円
　

○
夏
の
企
画
展
を
開
催
中
○

縄
文
時
代
の
な
ぞ
、
じ
っ
く
り
解
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
期
間
　
８
月
28
日
（
日
）
ま
で

夏
休
み
は
釈
迦
堂
で
遊
ぼ
う
！

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

☎
47
‐
３
３
３
３

・
営
業
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

※
休
館
は
火
曜
・
祝
日
の
翌
日
（
土
曜

日
・
日
曜
日
は
除
く)

・
入
館
料

一
般
・
大
学
生

２
０
０
円

小
中
高
生
　
　

１
０
０
円

15 広報こうしゅう

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

Ｃ
段
丹
映
子
・
「
週
間
長
野
」

掲
載
・
無
断
転
載
禁
止

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

甲州フルーツマラソン大会
模擬店出店者を募集！
甲州フルーツマラソン大会実行委員会では大会当

日のメイン会場への出店を募集しています。

■日　時　１０  月１６  日（日）

午前７時３０分～午後４時頃

■申込方法　

出店申請書に記入の上、8月31日（水）までに事務

局へ提出してください。（郵送・FAX可）出店申請書

は甲州市ホームページよりダウンロードしていただ

くか、大会事務局までご請求ください。なお、応募

者多数の場合は出店要綱に基づき、審査決定させて

いただきます。

甲州フルーツマラソン大会公式ホームページ
http://www.koshu-fruit-marathon.jp/

甲州市ホームページ
http://www.city.koshu.yamanashi.jp/koshu/

◆申し込み・お問い合わせ先

甲州フルーツマラソン大会事務局（観光交流課内）

☎３２‐５０００
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■
日
　
時
（
公
開
生
放
送
）

９
月
19
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
５
分
～
11
時
50
分

※
ラ
ジ
オ
第
１
・
国
際
放
送

■
場
　
所
　
甲
州
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル

■
テ
ー
マ

「
納
得
し
て
生
き
る
」

■
ゲ
ス
ト

上
條
恒
彦
（
俳
優
・
歌
手
）

ク
ミ
コ
（
歌
手
）

■
ホ
ス
ト
役

鎌
田
實
（
諏
訪
中
央
病
院
名
誉
医
院
長)

■
司
　
会

村
上
信
夫
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

■
応
募
方
法

郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製
を
除
く
）
に
次

の
項
目
を
明
記
し
て
甲
州
市
民
文
化
会
館

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
往
信
用
裏
面
」

・
郵
便
番
号
　
・
住
所

・
名
前
　
　
　
・
電
話
番
号

「
返
信
用
表
面
」

・
郵
便
番
号
　
・
住
所
　
・
名
前

■
郵
送
先

〒
４
０
４-

０
０
４
５

甲
州
市
塩
山
上
塩
後
２
４
０

甲
州
市
民
文
化
会
館

「
鎌
田
　
實
　
い
の
ち
の
対
話
」
係

■
締
切
日
　
８
月
25
日
（
木
）
必
着

■
そ
の
他

・
「
返
信
用
裏
面
」
は
抽
選
結
果
を
印
刷

し
ま
す
の
で
、
白
紙
で
送
り
く
だ
さ
い
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う
え
、

当
選
の
方
に
は
入
場
整
理
券
（
１
枚
で
２

人
入
場
可
）
を
、
落
選
の
方
に
は
落
選
通

知
を
お
送
り
し
ま
す
。

・
１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で

の
転
売
を
目
的
と
し
た
お
申
し
込
み
は
固

く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
売
買
を

目
的
と
し
た
申
し
込
み
で
あ
る
と
判
明
し

た
場
合
に
は
、
抽
選
対
象
外
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

抽
選
結
果
の
ご
連
絡
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
受
信

料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
日
休
館)

Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局
　

☎
０
５
５
‐
２
２
２
‐
１
３
１
４

※
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分(
平
日
の
み)

16平成23年８月

公
開
生
放
送
・
観
覧
者
募
集

特
集

鎌
田

實

い
の
ち
の
対
話

８月１日（月）～
９月５日（月）

陶芸作品を展示します。

※展示内容・期間については変
更になる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

塩山駅南口
市民ギャラリー

劇団四季
オリジナルミュージカル
ユタと不思議な仲間たち

■日　時　９月１１日（日）

午後４時～（開場　午後３時３０分）

■場　所　甲州市民文化会館　ホール

■入場料（全席指定）

※３歳以上有料（３歳未満の着席鑑賞は有料）

Ｓ席　４,０００円

Ａ席　３,０００円

Ｂ席　２,０００円
■入場券販売所

【甲州市内】
甲州市民文化会館　　☎３２‐１４１１
菊島楽器　　　　　　☎３３‐５１１５

【甲府市内】
コラニー文化ホール（山梨県民文化ホール）
☎０５５‐２２８‐９１３１
甲府音協
☎０５５‐２３５‐３９７５

【その他】

劇団四季予約センター（午前１０時～午後６時）

☎０１２０‐４８９４４４

SHIKI ON-LINE TICKET（２４時間受付）　

アドレス　http: / /489444.com

■お問い合わせ先　甲州市民文化会館　�３２‐１４１１
午前９時～午後５時まで※月曜・祝日は休館になります。
（月曜が祝日の場合はその翌日が休館になります）

発売中

※写真提供　荒井健（撮影）



■
日
　
時

８
月
20
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
　
所
　
甲
州
市
民
文
化
会
館
玄
関
前

■
対
　
象

甲
州
市
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　

※
な
る
べ
く
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
　
容

簡
単
な
木
工
細
工
の
製
作
組
み
立
て

※
材
料
・
道
具
等
は
用
意
し
ま
す
。

■
作
　
品
　
『
多
目
的
収
納
箱
』

■
申
込
方
法

当
日
、
午
後
１
時
か
ら
１
時
30
分
に
受

付
け
ま
す
の
で
、
市
民
文
化
会
館
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費
　
無
料

■
定
　
員
　
１
０
０
組

■
主
　
催

塩
山
建
設
組
合
、
塩
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

市
民
文
化
会
館
で
は
歴
史
民
俗
資
料
室

特
別
展
「
昆
虫
標
本
展
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
７
月
28
日
か
ら
の
特
別
展
は
、
寄

贈
い
た
だ
い
た
日
本
内
外
の
め
ず
ら
し
い

蝶
や
甲
虫
の
標
本
を
展
示
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
　
間

８
月
25
日
（
木
）
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

■
主
　
催
　

甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

■
日
　
時

９
月
２
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～

■
場
　
所
　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
内
　
容

ベ
ビ
ー
＆
キ
ッ
ズ
マ
ッ
サ
ー
ジ
　

「
親
子
で
ゆ
っ
く
り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

も
う
」

■
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
　

■
対
　
象

２
ヶ
月
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と

保
護
者

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

☎
44
‐
３
７
２
３

ダ
ム
に
親
し
み
、
ダ
ム
や
水
の
大
切
さ

を
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ダ
ム
内
見

学
会
と
ボ
ー
ト
乗
船
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
８
月
12
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

■
内
　
容

・
ダ
ム
内
見
学
会

ダ
ム
内
部
の
探
検
、
ダ
ム
の
働
き
に
つ

い
て
の
ビ
デ
オ
上
映
（
１
回
30
分
・
計
11

回
予
定
・
各
回
定
員
15
名
）

・
ボ
ー
ト
乗
船
会

ダ
ム
湖
を
ボ
ー
ト
で
周
遊
（
１
回
20

分
・
計
16
回
予
定
・
各
回
定
員
４
名
・
小

学
生
以
下
は
0.5
名
で
計
算
）

※
雨
天
中
止
の
場
合
あ
り

■
申
込
方
法

各
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
予
約
の
方
を

優
先
と
し
ま
す
。（
当
日
受
付
可
）

■
締
切
日
　
８
月
11
日
（
木
）
ま
で

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
深
城
ダ
ム
管
理
事
務
所

☎
０
５
５
４
‐
２
４
‐
７
０
６
２

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
平
日
の
み
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.ya

m
a
n
a
sh

i.jp
/d

a
m

u
-

fk/index.htm
l
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親
子
木
工
教
室
の
お
知
ら
せ

17 広報こうしゅう

歴
史
民
俗
資
料
室

特
別
展
「
昆
虫
標
本
展
」
開
催

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

９
月
の
親
子
遊
び

深
城
ダ
ム
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

重要文化財 旧高野家住宅・甘草屋敷

津軽三味線サマーコンサート
夏休み、家族で日本の伝統楽器

津軽三味線の演奏を楽しみませんか。

■日　時　８月２２日（月）
午後２時～午後３時３０分

■場　所　旧高野家住宅主屋（甘草屋敷）
■奏　者　津軽三味線チーム『三道（みどう）』
■出　演　藤田淳三ほか
■曲　目

津軽じょんがら節・津軽あいや節・津軽よされ
節・津軽小原節・津軽三下り　ほか
■入場料　無料
■お問い合わせ先 甘草屋敷 ☎３３‐５９１０

富士賛美展 富士を表現する作家たち

■期　間　８月３１日（水）まで
午前１０時～午後５時

■場　所　勝沼ぶどうの丘　美術館
■その他　入場無料。期間中にワークショップな

ど催し物があります。
◆お問い合わせ先　ＮＰＯ芸術文化振興センター 

☎０５５４‐２６‐５５３０
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18平成23年８月

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

８
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

８
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

F
A
X

33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
方
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
方
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

を
持
つ
方
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て

悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

☎
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏(

肢
体) 

☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体) 

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性)

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５
　F

A
X

33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

８
月
17
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
８
月

12
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

F
A
X

32
‐
０
２
８
５

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶

芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方

で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

☎
８
月
17
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～

■
場
　
所

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
講
　
師
　
岩
波
　
正
勝
　
先
生

■
定
　
員
　
15
名
程
度

■
参
加
費
　
材
料
費
　
１
０
０
円

※
塩
寿
荘
陶
芸
教
室
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

F
A

X

33
‐
２
３
０
７

認
知
症
は
単
な
る
も
の
忘
れ
と
区
別
が
つ

き
に
く
い
病
気
で
す
。
「
何
か
お
か
し
い
」

そ
の
気
づ
き
が
大
切
で
す
。
気
に
な
る
症
状

が
あ
る
時
に
は
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

８
月
19
日
（
金
）
午
後
３
時
～

■
場
　
所

市
役
所
本
庁
舎
　
市
民
会
議
室
Ａ

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
８
月

17
日
（
水
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

■
日
　
時
　
８
月
10
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
　

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

第
２
会
議
室

■
内
　
容
　
救
命
救
急
講
習
会

■
対
　
象

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
関

心
の
あ
る
方

※
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
障
害
者
相
談
所
で
は
、
肢
体
不

自
由
者
を
中
心
と
し
た
医
学
的
判
定
、
義

肢
・
車
い
す
等
の
補
装
具
の
相
談
、
身
体

障
害
者
全
般
に
関
し
て
の
相
談
を
専
門
職

員
に
よ
り
行
い
ま
す
。

相
談
は
原
則
と
し
て
予
約
と
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
山
梨
県
障
害

者
相
談
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

８
月
31
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午

※
受
付
は
午
前
11
時
30
分
ま
で

■
場
　
所

市
役
所
本
庁
舎
　
第
１
会
議
室

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
障
害
者
相
談
所

☎
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
７
２

Ⓕ
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
７
５

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員
※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

障
害
者
陶
芸
教
室

も
の
忘
れ
相
談

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
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障
害
の
程
度
に
よ
り
、
障
害
を
お
持
ち

の
方
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
に
各
種
手
当
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
介
護
課
（
障
害
福
祉

担
当
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
○

■
対
象

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障

害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
父
母
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
障
害
の
程
度

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

程
度
（
下
肢
障
害
な
ど
は
一
部
４
級
）
で

あ
る
方
。

療
育
手
帳
Ａ
‐
１
～
Ｂ
‐
１
程
度
の
知

的
障
害
、
ま
た
は
同
程
度
の
精
神
障
害
の

あ
る
方
。

■
手
当
月
額

１
級
（
重
度
）
　
５
０，

５
５
０
円

２
級
（
中
度
）
　
３
３，

６
７
０
円

■
そ
の
他

所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
、
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
障
害
児
福
祉
手
当
○

■
対
象

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
障
害
の
程
度

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度

（
両
手
指
欠
損
な
ど
は
一
部
２
級
・
内
科
的

疾
患
も
含
む
）
で
あ
る
方
。
療
育
手
帳

Ａ
‐
２
ａ
程
度
の
知
的
障
害
、
ま
た
は
同

程
度
以
上
の
精
神
障
害
の
あ
る
方
。

■
手
当
月
額
　
　
　
１
４，

３
３
０
円

■
そ
の
他

所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
、
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当
○

■
対
象

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
20

歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
障
害
の
程
度

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度

（
視
覚
・
聴
覚
障
害
な
ど
一
部
２
級
）
の
異

な
る
障
害
が
２
つ
以
上
あ
る
方
。
最
重
度

程
度
の
知
的
障
害
、
ま
た
は
同
程
度
以
上

の
精
神
障
害
の
あ
る
方
。

■
手
当
月
額
　
　
　
２
６，

３
４
０
円

■
そ
の
他

３
ヵ
月
以
上
の
入
院
や
所
得
制
限
な
ど

に
よ
り
、
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手

当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
福
祉
手
当
を

現
在
受
給
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

８
月
は
「
所
得
状
況
届
」
の
提
出
月
で

す
。
こ
れ
は
、
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
の
前
年
（
平
成
22
年
中
）
の
所
得
状
況

な
ど
を
調
査
し
、
引
き
続
き
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
も
の

で
す
。

「
所
得
状
況
届
」
の
用
紙
は
該
当
者
に

直
接
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
福
祉
介
護
課
障
害
福
祉
担
当

ま
た
は
各
地
域
総
合
局
市
民
福
祉
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

８
月
11
日
（
木
）
～
９
月
９
日
（
金
）

※
こ
の
期
間
に
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、

手
当
の
支
給
が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

福
祉
介
護
課

障
害
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
６
７

「
無
縁
社
会
」「
孤
独
死
」
な
ど
と
い
う
新

語
が
生
ま
れ
、
10
年
以
上
連
続
し
て
年
間

３
万
人
以
上
の
自
殺
者
が
出
て
い
ま
す
。

（
山
梨
県
は
自
殺
者
日
本
一
）
失
業
、
多
重

債
務
、
病
気
、
家
庭
内
不
和
（
崩
壊
）、
虐

め
等
が
主
な
要
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
昔
前
に
は
考
え
も
及
ば
な
い
こ
と
で
し

た
。
そ
の
ど
れ
も
が
「
無
縁
」「
孤
族
（
独
）」

社
会
か
ら
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

荒
れ
果
て
た
空
き
家
、
農
地
を
利
用
し

て
共
に
生
き
共
に
暮
ら
せ
る
場
を
つ
く
り

「
よ
っ
て
か
ん
け
！
」
「
お
茶
飲
ん
で
け

し
！
」
と
声
を
掛
け
合
う
縁
側
文
化
の
雰

囲
気
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
標
に
、
人
と

人
と
の
絆
を
深
め
る
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
き
生
き
支
援
人
・
農
再
生
」

で
は
、
力
強
い
人
材
、
会
員
、
サ
ポ
ー
タ

ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
併
せ
て
、
農
地
や

住
居
（
農
家
）
の
提
供
を
し
て
く
だ
さ
る

方
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活
き
生
き
支
援

人
・
農
再
生
　
☎
39
‐
８
８
２
１

事
務
局
（
武
藤
）

☎
０
９
０
‐
５
２
０
８
‐
８
５
６
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://jin
-n

o
u
.c

o
m

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

in
fo

@
jin

-n
o
u
.c

o
m

山
梨
県
遺
族
会
で
は
、
「
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
（
17
地
域
）
」

と
「
慰
霊
巡
拝
事
業
（
14
地
域
）
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
つ
い
て
は
山

梨
県
遺
族
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

・
対
　
象

父
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

・
参
加
費
　
一
律
10
万
円

■
慰
霊
巡
拝
事
業

・
対
　
象

戦
没
者
遺
族
の
子
（
兄
弟
・
姉
妹)

※
甥
、
姪
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※
参
加
費
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
山
梨
県
遺
族
会

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
６
６
４

障
害
者
福
祉
に
関
す
る
各
種
手
当

19 広報こうしゅう

会
員
募
集
！

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

活
き
生
き
支
援
人
・
農
再
生

戦
没
者
の
終
焉
の
地
を
尋
ね
て
み

ま
せ
ん
か
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豊
か
な
自
然
・
や
す
ら
ぎ
・
の
ど
か

さ
・
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
。
農
村
風
景

は
、
人
の
心
に
訴
え
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
山
梨
県
の
農
村
風
景
の
写
真
を
募

集
し
ま
す
。

■
応
募
規
格

・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
切
（
２
５
４
ミ

リ
×
３
０
５
ミ
リ)

、
ま
た
は
ワ
イ
ド
四
切

（
２
５
４
ミ
リ
×
３
６
５
ミ
リ)

・
フ
ィ
ル
ム
の
使
用
を
基
本
と
し
ま
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
で
も
応
募
が
で
き

ま
す
。

■
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
応
募
作

品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

■
応
募
先

山
梨
県
農
政
部
耕
地
課

〒
４
０
０
‐
８
５
０
１

甲
府
市
丸
の
内
１
丁
目
６
番
１
号

(

山
梨
県
庁
本
館
６
階)

◇
応
募
に
つ
い
て

山
梨
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

あ
る
応
募
票
、
ま
た
は
、
甲
州
市
役
所
農

業
土
木
課
に
あ
る
応
募
票
に
よ
り
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日
　
10
月
20
日
（
木
）
ま
で

※
当
日
消
印
有
効

■
入
賞
者
の
発
表

新
聞
紙
上
等
で
、
本
年
12
月
に
入
賞
者

を
発
表
し
ま
す
。
第
１
次
審
査
に
通
過
し

た
作
品
は
、
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
Ｂ
で
展
示
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
山
梨
県
農
政
部
耕
地
課

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
２
７

・
甲
州
市
農
業
土
木
課

☎
32
‐
５
０
９
３

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な

ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開

設
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
８
月
19
日
（
金
）

午
前
の
部

午
前
９
時
～
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
本
庁
舎
１
階
　
市
民
相
談
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者

■
定
　
員
　
12
名

■
内
　
容

消
費
生
活
関
連
　
架
空
請
求
、
訪
問
販

売
、
レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
契
約
等
に

関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、
多

重
債
務
な
ど

■
そ
の
他

・
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
。

・
こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
完
全
予
約

制
で
す
。

・
８
月
５
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
す
る
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８
（
課
直
通
）

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

第
５
回
や
ま
な
し
農
村
風
景
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
　
作
品
募
集

無料法律相談
■日　時　８月１５日（月）

午後１時３０分～午後４時３０分

■場　所　勝沼防災センター １階 会議室

■対　象　市内在住者　

■定　員　６名（相談者１人につき３０分）

■その他

・この無料法律相談は完全予約制です。８月５日

（金）午前８時３０分から予約を受け付けます。

・なるべく多くの方に相談機会を設けたいので、回

数を制限させていただく場合があります。

◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課 市民生活担当

☎３２‐５０６８（課直通）

☎３２‐２１１１（内１０８・１０９）

甲州市社会福祉協議会
休日無料法律相談
甲州市社会福祉協議会では、平日は忙しくて相談

に行けないとういう方のために、休日無料法律相談
を開催しています。相談希望の方は電話にて申し込
みをお願いします。

■日　時　８月２７日（土）

午後９時３０分～午後１２時３０分

■場　所　市民文化会館 ２階 第１会議室

■対　象　市内在住者　

■定　員　６名（相談者１人につき３０分）

■その他

この無料法律相談は完全予約制です。８月１０日

（水）午前８時３０分から予約を受け付けます。な

お、次回は１０月の開催となります。

◆申し込み・お問い合わせ先

甲州市社会福祉協議会

☎４４‐２６１２

特設人権相談所開設

■日　時　８  月１９  日（金）午前10時～午後３時

■場　所　恩賜林記念館 ２階 和室

■相談員　人権擁護委員

■内　容

いじめ、親族間トラブル、差別、配偶者からの暴

力、児童虐待、ストーカーなど人権に関わる相談等

※相談は、無料で秘密は固く守られます。

◆お問い合わせ先

市民生活課　市民生活担当

☎３２‐５０６８（課直通）

☎３２‐２１１１（内線１０８・１０９）

無
料
消
費
生
活
相
談



警戒警報発令
ぶどう泥棒にご用心！
毎年、この時期になると、高級ぶどうを狙った

「野荒し」が多発します。
日下部警察署では、パトロールを強化し、被害

の未然防止と犯人検挙のための対策を行っていま
す。　

■注意事項
○畑の出入口には、簡単に入ることができない工

夫をしましょう。
○不審な車両を見つけたり、気付いたら、まず車

のナンバーをしっかりメモしておきましょう。　
（車種・色も！）
○盗んでいるのを目撃したら直ぐに１１０番を！
○被害にあったら警察に届出を！

平成23年度
山梨警察官採用試験
【受付期間】　　　8月19日（金）まで

【第一次試験日】　9月18日（日）

警察官Ａ
■資格

昭和５６年４月２日以降の生まれで、大学
（短期大学を除く）を卒業した方、または平成２
４年３月までに卒業見込みの方
■採用予定
男性　１８名程度　　女性　２名程度

警察官Ａ（武道指導）
■資格

昭和５６年４月２日以降の生まれで、大学
（短期大学を除く）を卒業した方、または平成２
４年３月までに卒業見込みの方。剣道・柔道で
全国的な大会出場経験者、または３段以上の有
資格者
■採用予定
男性　２名程度

警察官Ｂ
■資格

昭和５６年４月２日から平成６年４月１日ま
での生まれで、Ａ区分以外の方
■採用予定
男性　１７名程度　　女性　２名程度
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不動産無料相談
■日　時　8月18日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申込・問合先（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

iinnffoorrmmaatt iioonn
温かな善意

ありがとうございました

◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方からご寄付をいただきました。

◎教育事業へ
・奥山久幸さん（上於曽）

甲州市勝沼健康福祉センター

浴場一部の使用中止について
甲州市勝沼健康福祉センターでは、８月２３日

から９月２日までの間、男性小浴場と女性小浴場
が浴室タイルの張替修繕のため使用中止とさせて
いただきます。なお、男性大浴場、女性大浴場、
大広間、トレーニング室などは、通常通り使用で
きます。皆さんのご理解とご協力をお願いいたし
ます。
■使用中止箇所　男性小浴場、女性小浴場
■使用中止期間　８月23日（火）～９月２日（金）
◆お問合せ先

甲州市勝沼健康福祉センター
☎４４‐２６１２
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★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/

勝沼図書館
夏休み・子ども映画会

■日時　８月１３   日（土）～１４   日（日）

午後２時～

■場所　勝沼図書館　視聴覚室

■内容

『トムとジェリー』

『学校の怪談―戦慄の校外編』

※参加は無料です。

●ミニミニおりおりのこと● 松本タミ子

・日々の出来事や思いをつづった一冊

（コスミック出版）

●おりおりのこと● 松本タミ子

・日々の出来事や思いをつづった一冊

（山口北州印刷株式会社）

●決定版古事記と日本の神々●　吉田邦博

・日本の神話を図解で説明

（学研パブリッシング）

●英傑　源為朝　流転の生涯● 若山みどり

・源為朝の隠された真実を描いた小説

（東京図書出版協会）

寄贈本の紹介 ～その３～

寄贈していただいた市内在住の方の著書をご紹介します。各図書館にて所蔵がありますのでご利用く
ださい。※著者名５０音順掲載

笑顔いっぱいのとしょかんまつり！
塩山図書館「としょかんまつり」

職員による大型かみしばいや塩山高校演劇部

の皆さんによる楽しい劇など、笑顔あふれる楽

しいひと時でした。

ご確認ください
夏休みに向けて利用案内

夏休み期間は、受験や試験に向けた学生の利

用や子ども達の利用もたいへん多くなります。

お互いが気持ちよく図書館を利用できるよう、

皆でルールを守りましょう。

◎市内の図書館を利用するにはご本人の「利用

カード」が必要となります。

ご本人の利用カードを忘れてしまうと、下記

の利用ができませんのでご注意ください。

○本やビデオを借りる・予約する。

○閲覧席で本の閲覧や勉強をする。

○図書館の中でビデオをみる。

○インターネットを利用する

市立図書館
課題図書の貸出しについて

甲州市立図書館では、第５７回青少年読書感

想文コンクールの課題図書の対象になる本、夏

休みの友で紹介している本、山梨県の夏休み推

せん図書を、課題図書としています。

課題図書の貸し出しは７月１日から８月まで

一人につき１冊まで、８日間です。

課題図書の予約も１件までです。多くの方に

利用していただくため、ご利用期間が短くなっ

ていますが、ご理解とご協力お願いします。



「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
23
年
８
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所
　
政
策
秘
書
課
　
秘
書
・
広
聴
広
報
担
当

広
報
こ
う
し
ゅ
う
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いつもニコニコ２人で仲良く
いたずらしています。初めての
夏は暑くて大変だけど、元気い
っぱいあそぼうね。

父・雄一さん、母・美香さん
（下於曽）

いつも笑顔を忘れずに素敵な
女性になってください。

父・力さん、母・まゆみさん
（休息）

日々の成長を楽しみにしてい
ます。これからも思いやりを大
切に元気にたくましく育って下
さい。

父・広司さん、母・恵子さん
（赤　尾）

パパとママを選んで生まれて
きてくれてありがとう。これか
らもすくすくと育っていって
ね。

父・秀樹さん、母・美保さん
（等々力）

２人とも食欲モリモリで頼も
しいです。いつまでも仲良く
ね！

父・清さん、母・美紀さん
（小佐手）

根津
ねづ

伊吹
いぶき

くん（２ヶ月)

いつも笑顔で優しい子になっ
てね。

父・淳さん、母・友理子さん
（熊野）

奥山
おくやま

泰聖
たいせい

くん（３歳)

竣太
しゅんた

くん（11ヶ月)

山口
やまぐち

暖人
はると

くん（４歳)

八巻
やまき

那月
なつき

ちゃん（８ヶ月)

柚月
ゆづき

ちゃん（８ヶ月)

細谷
ほそや

瑠那
るな

ちゃん（１歳)

杉本
すぎもと

果那
かな

ちゃん（７歳)

有優
あゆ

ちゃん（５歳)


	８月号広報
	８月号.pdf
	８月号広報



